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□４月９日（金）第１回避難訓練ふり返り 

想定：□地震が起きた □余震あり □本館の東西の階段、新館の階段崩壊  

□途中で教員１人、生徒１人が負傷し、意識なし  

□近くの池が決壊し、第１グラウンドにも水が流れてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸田中学校 

第２号 

令和３年４月 28日 

 ３月に別れを惜しみ、４月に新しい出会いとスタートを切りました。新年度が始まって早々、避難訓練が

実施され、命の大切さ、判断力の大切さに改めて気付きました。また、当たり前のように一緒に過ごした恩

師との別れに、日々の大切さに気付いた退任式でした。新年度が始まってまだ数日ですが、少し大人になっ

た彼らの成長にたくましさと、頼もしさを感じました。 

１組 磯村愛心 

今日、普段使えるはずの階段が使えない状態でや

りました。今回は、壊れている階段を使って避難した

けれど、危ないと思いました。判断するのがとても難

しいと思いました。階段を降りていると先生が倒れ

ていてびっくりしました。避難中にもう一度揺れた

り、避難経路が違ったり初めてのことが多くて少し

とまどいました。でも、こういう時こそ冷静に落ち着

いて避難するべきだと思います。「守られる側」から

「守る側」になりたいです。 

２組 永井千敬 

今年度はじめての訓練で初めてのやり方で正直す

ごく怖かったし、不安ばかりでした。朝の会に先生か

ら伝えられた避難する階段が揺れによって使えなく

なっていたり、先生が倒れていたりしました。いつ地

震がくるか分かっていたのに、すごく怖かったです。

今回の訓練を終えて、どれだけ地震や避難経路が分か

っていても、実際に起きた時には避難できると思って

いたところさえも一番危険な場所になってしまうこ

とが分かりました。思っていたように地震は起こらな

いということが分かった今回の避難訓練でした。本当

に起きたら、冷静に動けるようにしたいです。 

３組 伊藤航生 

今日の避難訓練で自分は負傷者役をやりました。今回

自分が倒れた時は先生方がAEDの手配や担架の手配を

行ってくださいました。その際、一人の命を守るために

は大人でも５、６人の力が必要で、５分以内に１１９番

通報や AED、担架の手配などを行わないといけないこ

とを知りました。今度は自分が守る側にならないといけ

ません。しかし、自分たち子どもだけでは、人を運んだ

りする力仕事は難しいですが、２年生の時に学んだ

AED の使い方、AED の位置を知っておくなど、やれる

ことはたくさんあるので、今できることを実行しないと

いけないと強く感じました。 

４組 永井莉代 

今回の避難訓練は今までの避難訓練よりもリアル

な設定でした。２回目の揺れがあったり、階段がふさ

がっている状況は、本当にあり得る可能性があるこ

とを改めて感じました。特に階段の途中に先生や生

徒が倒れていたのが一番驚きました。避難訓練は教

室に全員いるときにやることが多いけれど、階段に

いたり家庭科室にいたりしたら、もっと危険だった

し、とる行動も変わっていたと思います。今日はクラ

スや学年のみんなと一緒にいたけれど、１人の可能

性もあるので、自分で判断して動けるようになりた

いです。 

５組 山本こはる 

３年生になってから初めての避難訓練は、３年生の教

室付近に慣れていなかったので少し戸惑いましたが、そ

れ以上に避難している最中の地震が怖いと感じました。

窓側に寄った方がいいのか、中央に寄った方がいいの

か。階段だったらそのまましゃがみこめば良いのか、崩

壊する可能性があるから離れた方がいいのか。分からな

いことが多く出てきたので、いつもと違う訓練を経験し

た甲斐があったと思います。そして、いつ起こるか分か

らない災害のために、どこに階段があるのか知っておく

必要があると思います。移動教室などで校舎内をよく見

て危険な場所を把握しておきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

委員長 竹内 香遥 宮﨑 慶子 鈴木 美羽 石黒 寛翔 大嶽 昂平 

副委員長 
田中 陽瑛 

杉浦 茂奈 

伊奈 賢洸 

森 夢乃 

久田 春樹 

石原 和果 

石川 廉 

牧原 千裕 

山本 渚颯 

山本 奏花 

団長 山下 義博 山本 晟矢 河田 翔吾 長﨑 大空 大嶽 昂平 

団カラー 青 緑 オレンジ 赤 黄 

＜５ 月 の 予 定＞ 

５月 ８日（土）～ 幸田町春季体育大会 

部活動ごとで開催日が異なります。 

各部活動ごとに確認をお願いしま

す。 

  １０日（月）部活動停止（～１３日） 

  １１日（火）岡崎学力検査 

  １３日（木）中間テスト１日目 給食後下校 

        ①英語②理科③国語 

  １４日（金）中間テスト２日目 

        ①数学②社会③委員会 

  １９日（水）耳鼻科検診 

  ２１日（金）第２回進路希望調査配付 

  ２６日（水）尿検査２次検査 

  ２７日（木）全国学力状況調査 

        尿検査２次検査 

  ３１日（月）第２回進路希望調査〆切 

１組 大嶽宏尚 

お別れ会の時に踊ったライジング

サンが今まで踊ってきた中で一番よ

かったと思うし、とても楽しくて笑顔

が自然と出ました。先生方と離れるの

はとても悲しいです。でも、内藤先生

が言っていた「大切なものは、なくな

った後に気付く」というのが本当にそ

の通りだなと思いました。今年は中学

校生活最後ということもあるので、友

達や先生方との関わりをより大切に

していきたいです。 

２組 森岡壮馬 

 部活動でのお別れ会で、祥之先

生がおっしゃっていた言葉一つ

一つに重みがありました。１年生

は見つける、２年生はやってみ

る、３年生は実現するということ

をおっしゃり、心にとても響きま

した。最後に人に影響を与えられ

る人間になれとおっしゃいまし

た。この言葉を心に留めて、これ

からも頑張ります。 

３組 竹之内空 

 一番お世話になった先生が退任

されてとても悲しかったです。話

を聴いていて、もう会うことはな

いんだなと思いました。だから僕

は、お世話になった先生方に本気

でライジングサンを届けました。

色々な思いがこみ上げ、体が大き

く動いていました。先生方と過ご

した日々、教えてもらったことを

忘れず、これからの大切な一年を

過ごしていきたいです。 

４組 松本航輝 

 ３年生が始まり何も気にせず生活していたけれ

ど、久しぶりに２年生のときの先生方と出会い、急

に悲しい気持ちになりました。一日、二日会っただ

けの人との絆は簡単にきれてしまうけれど、一年、

二年と一緒に生活してきた人との絆はきれないし、

忘れることができないのだと感じました。 

５組 坂本優月 

同じような毎日が過ごせると思っていたので、先

生方の異動を聞いたときは、ショックでした。学年

お別れ会で内藤先生が話をされたように、「大切な

ものは失ってから気づく」という言葉がすごく心に

響きました。当たり前を当たり前と思わずに一日一

日を大事にして過ごしたいです。 


